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本 実践 報告 で は 、 中 級 レベ ル の 学生 を 対象 に 行っ た 文脈 指示 詞 (特に 、 ソ 系 と ア 系 ) の 導入 の 
試み を 報告 し て その 用 法 に 関し て いく つか の 提案 も 述べ る 。 ヨ ー ロ ッ パ 諸 言 語 の 母語 話 者 に と っ 
て は 、 日 本 語 の 文脈 指示 詞 と いう 文法 項目 の 中 で 多分 一 番 誤り が 多い の は ソ 系 の 使い 方 だ と 思わ 
れる 。 そ の 理由 は 二 つ で ある 。 

第 一 に 、 ポー ラン ド 語 だ け で は な く 、 殆 どの ヨー ロッ パ 諸 言語 の 指示 詞 体系 に は 近 称 と 遠 称 と 
の 区 別 し か な く 、 日 本 語 の ツ 系 指示 詞 に 当たる 体系 的 な 代名詞 は な いか ら で あ る 。 ポ ー ラ ンド 語 


の 「ten」 に 対し て 「tamten」 な どの 対立 は その 例 だ と 思う 。 第 二 に 、 日 本 語 の 指示 詞 に お いて 





二 種 類 の 体系 が 複雑 に か ら み あっ て いる よう に 解 息 が で きる か ら で あ る 。 一 つ は 、 話 し 手 の 視 点 
か ら 見 れ ば 距離 関係 を 表す 近 称 ・ 中 称 ・ 遠 称 の 要素 で ある が 、 も う 一 つ は 、 話 し 手 と その 相手 と 


の 区 別 を 優先 し て 表す 自称 ・ 対 称 ・ 他 称 と いう 要素 だ と 思う 。 特 に 、 ソ 系 の 指示 詞 は 「 中 称 」 と 





「 対 称 」 と いう 二 つ の 要素 を 兼ね る 指示 詞 で あり 、 場 面 に 当たっ て どれ を 表す か と いう こと に よ 
っ て ツ 系 の 用 法 や 意味 な ど が 異な る た め 、 学 生 達 に 導入 する と き 特 別 な 注意 が 必要 で あろ う 。 下 
の 例 を あげ て 、 も っ と 詳し く 説 明 し た い 。 

1 。 現場 指示 詞 の 用 法 な ら 、 指 示す る も の が 話 者 に 近い か 、 開 き 手 に 近い か 、 と いう 点 
に よる 使い 分 け は 初級 の レベ ル の 学生 達 も 区 別 が で きる は ず で ある が 、 も し 話し 手 
と その 相手 が 二 人 同 じ 場 所 に いた ら 、 ソ 系 が 二 人 と も か ら 少 し 誰 れ た 場所 ・ 物 事 な 
ど を 指し 示す こと に な る と いう 用 法 に は 誤用 が 多く 見 られ る 。 

下 の 文 章 は その 用 法 の 例 で ある 。 

例 1 : 


(タク シー の 運転 手 に ) 「 そ こ で 止め て 下さ い 。」 1 





1 松岡 約 『 初 級 を 教え る 人 の た め の 日 本 語文 法 ハ ンド ブッ ク 』 ス リー エー ネッ トワ ー ク 、2000、 
4 頁 参 照 。 
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この 例 で は 話し 手 と その 相手 (運転 手 ) が 二 人 と も 同じ 場所 に (つま り 、 タ クシ ー に ) いる 

た め 、 二 人 の 対比 より 二 人 と も いる 場所 と 止ま る べき 場所 と の 対比 の 方 が 優先 され て いる 。 

2. 電話 を か ける と き 、 話 し 手 と その 相手 が 別々 の 遠く 離れ た 所 に いる 。 そ の 場合 に は 
「 こ ちら 」 で 話し 手 を 指し 示し て 、「 そ ちら 」 で その 相手 を 指し 示す が 、 そ の 時 ア 系 
は 話題 人 物 を 表す こと に な る 。 

下 の 文 章 は その 用 法 の 例 で ある 。 

例 2 : 

(友人 と 電話 で 話 を し て いる ) 

「 こ っ ち は 、 雪 が 50 セン チ も 積もり まし た が 、 そ っ ち は ど ん な 具合 で すか 。」 

例 3: 

「 あ っ ち が そ の 気 な ら 、 こ っ ち に も 考え が ある 。」3 

発表 者 が ツ 系 と ア 系 の 文脈 指示 の 用 法 に つい て 三 年 生 を 対象 に 実践 し た こと は 以下 の よう な 

試み で ある 。 


第 一 に 、 導 入 の 工夫 に つい て は 、 茎 習 の 現場 指示 ソ 系 か ら 始 め て 、 も っ と 複雑 な 例 を あげ て 、 




















学生 達 に 用 法 の 規則 を 述べ させ た 。 学生 に 上 げ ら れ た 文章 は 以下 の 例 4 の 通り で ある 。 
例 4: 
あ ) (医院 で ) 
医者 :「 ど の 辺 が 痛み ます か 。」 
患者 :「 左 の 肩 皿 萌 の 下 あ た りな ん で す が 。」 
医者 :・「 こ の 辺 で すか 。」 
征 者 :【 そ う 、 そこで す 。」3 


い ) (案内 する と き ) : 「 説 明 を し ます か ら 、 こ っ ち を 向い て 下さ い 。」 3 





2 金 水 敏 、 木 村 英 樹 、 田 窪 行 則 『 日 本 語文 法 セ シフ ・ マ スタ ー シ リ ー ズ 4 指示 詞 』 く ろ し お 
出版 、1989、27 頁 参 照 。 
8 金 水 敏 、 木 村 英 樹 、 田 痢 行 則 『 日 本 語文 法 セ シフ ・ マ スタ ー シ リ ー ズ 4 指示 詞 』 く ろ し お 
出版 、1989、19 頁 参 照 。 
4 金 水 敏 、 木 村 英 樹 、 田 姓 行 則 『 日 本 語文 法 セ ルフ ・ マ スタ ー シ リ ー ズ 4 指示 詞 』 く ろ し お 
出版 、1989、20 頁 参 照 。 
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う ) 夫婦 同士 の 会 話 

女 :「 着 替え を する か ら 、 あ っ ち を 向い て いて ね 。」 

男 :「 そ っ ち を 向い て も いい ?」5 

え ) (写真 な ど を 見 せな が ら ) 

A: 「 こ れ は だ れ で すか 。」 

B: 「 そ れ は 人 竹内 まり や と いう 有名 な 歌手 で す 。 き の う 、 そ の 人 に つい て 話し まし た ね 。 覚え 
て いま すか 。」 

第 二 に 、 話し 手 と その 相手 と の 共通 経験 の 有無 と いう 概念 を 理解 させ る た め に 、 教材 と し て 倫 
内 まり や と いう 歌手 の 歌 の スク リプ ト (以下 の 例 5) を 使用 し 、 そ の 文脈 に お ける 次 場 人 物 間 の 
共通 経験 が 学生 達 に 分 か りや すい 形 で 示せ た 。 ス クリ プ ト の 穴埋め 問題 を させ て 、 歌 を 聞か せ た 


後 で 学生 に 自分 で 誤用 を 取り 上 げ て 用 法 の 規則 を 述べ させ た 。 生 教 材 を 使用 し た こと だ け で な く 、 








日 常 会 話 に 参加 する 人 物 の 相互 知識 と いう 抽象 的 な 文脈 に お ける 指示 の 用 法 も 学習 者 に 理解 させ 
る よう 試み た 。 
例 5: 


竹内 まり や 





「 天 使 の た め 息 」 

まぶた を 閉じ れ ば 浮か ぶ 二 人 の 歴史 を 
今 で も こん な に 近く に 感じ て る 
春の 日 の くち づけ と 夏 の 夜 の と きめ き と 
けん か し た (  ) 秋 と 幸せ な 冬 の 朝 
人 は な ぜ 皆 失っ て 初め て 気づく の 
見 えな い 糸 で 結ば れ た 愛 の 重 さ に 

も う 少 し そば に いて 私 を 守っ て 


偶然 と 呼ば れる 出来 事 は 何 も な く て 





5 金 水 敏 、 木 村 英 樹 、 田 窪 行 則 『 日 本 語文 法 セ ルフ ・ マ スタ ー シ リ ー ズ 4 指示 詞 』 く ろ し お 
出版 、1989、21 頁 参 照 。 
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会 いも 別れ も 最初 に 決ま っ て る 
東 の 間 の 喜び と 戯れ を 引き か え に 
永遠 の 恋 だ っ て 奪わ れ て ゆく こと も 
人 は な ぜ 皆 汐 し さ を 抱え て 生き る の 
た っ た 今 来 た 道 さえ も 迷路 の 始ま り 
光 の あたる 場所 いつ も 探し て いる 
人 懐かしい ( ) 歌 が どこ か ら 流 れ て く 
何もかも 美しい 思い 出 に 変わ る けど 
人 は な ぜ 皆 限り ある 命 を 燃 や す の 
天使 の よう な た め 息 で 最後 の つぶ や く 
再び 会 う 為 に 短い さよ うな ら 


あな た に さよ うな ら 忘れ な いで ね 


第 三 に 、 学生 達 が 提示 し た 規則 の 誤り を 直し て 、 特に ソ 系 の 文脈 指示 を 重視 し て 、 言 語学 上 の 
正しい 使い 方 を まとめ た 。 次 に 、 生 テク スト か ら 取 られ た 文章 (以下 の 例 6) を 使用 し て 穴埋め 
問題 を させ て 、 学 生 達 が 文脈 指示 の 用 法 を 理解 で きる か どう か と いう こと を 確認 し た 。 

例 6: 

く 言 語学 者 の 会 話 > 


A: 中 川 先生 、 先 日 いた だ いた (1 ) 論文 、 拝 見 し まし た 。 中 国語 の 身体 名 詞 の 問題 を 


(2 ) よう に きれ い に 分 析 し た 論文 は は じ め て 読み ま し た 。 
B: どう も 、(3 ) よう に いっ て いた だ ける と は ず か し い 限 り で す 。 ずい ぶん 不 完全 
な も の な ん で す が 、 い つま で も 寝かし て お いて も な ん だ と 思い まし て 、(4 ) 形 で 出し て 
じ ま っ た ん で す よ 。 


A: 中 川 先 生 は 、 〇 X 氏 の 『 メ ※ 学 報 』 に 載っ た 論文 は お 読み に な り ま し た か 。 
B: いえ 、 〇 X 氏 は 存じ 上 げ て いる ん で す が 、(5 ) 論文 は まだ 。 ど うい う 内 容 の も の 


な ん で し ょ う 。 
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人 A: 日 本 語 の 二 重 主 格 の 問題 を 身体 名 詞 の 問題 と か ら め て 、 (6 ) 関連 性 を 扱っ た も の な 
ん で す 。 最 近 の 言語 理論 の 成果 も 取り 入れ て いて 、 大 変 面白 いで す よ 。 

1 ) は 面白 そう で すね 。 私 も 二 重 主格 の 問題 に は 興味 が ある ん で す が 、 
(8 ) ほど 日 本 語 に 知識 が な いも ん で すか ら 。 〇 X さ ん の 論文 、 一 度 見 せ て いた だ け ま すか 。 

人 AA: ええ 、 す ぐ お 送り し ます 。6 

第 四 に (つま り 、 最 後に ) 文脈 指示 詞 の 一 番 典型 的 な 文章 を 例 と し て 提示 し 、 そ れ を 学生 達 に 
ポー ラン ド 語 に 訳 さ せ て 日 本 語 の 指示 詞 体系 を 学生 達 の 母語 に 於 ける 指示 詞 体系 (以下 の 例 7 の 
通り で ある ) と 比較 させ た 。 そ の 比較 の 結果 、 日 本 語 の 指示 詞 の 用 法 を 導入 する と き ポ ー ラ ンド 
人 の 学生 に と っ て どれ が 一 番 間 違い や すい も の で ある か と いう こと も 示唆 が 得 ら れ た 。 


例 7: 
く ポ ー ラ ンド 語 に お ける 指示 詞 体 系 > 


1 . 一 般 の 指示 詞 














近 称 遠 称 
男性 ten tamten 
女性 ta tamta 
中 性 1 tamto 














2. 場所 を 指し 示す 指示 詞 : 
tu tam 
3. 時 間 を 指し 示す 指示 詞 (この 時 、 そ の 時 、 あ の 時 ) : 
wtedy (距離 の 区 別 を せ ず に ) teraz ( 今 ) 
4. 名 詞 を 修飾 する 指示 詞 (こん な 、 そ ん な 、 あ ん な ) : 
男性 : taki 女性 : taka 中 性 : takie 
(距離 の 区 別 を せ ず に ) 


まとめ 
日 本 語 の 文脈 指示 詞 了 ア 系 と ツ 系 と の 違い は ポー ラン ド 人 の 日 本 語学 習 者 に と っ て 分 か り に く 


いか ら 、 導 入 の 時 生 教 材 を 使用 し 、 共 通 経験 の 有無 と いう 概念 を 学生 達 に 理解 で きる よう に 教え 





6 金 水 敏 、 木 村 英 樹 、 田 窪 行 則 『 日 本 語文 法 ア セア ルフ ・ マ スタ ー シ リ ー ズ 4 指示 詞 』 く ろ し お 
出版 、1989、100 一 101 頁 参照 。 
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る こと で ある 。 学 習 者 の 母語 に は 存在 し な い 文法 範 中 は 母語 の 対応 的 な 表現 と の 比較 に よっ て 説 


明 す る と も っ と 深い 理解 が 得 ら れる と いう こと を 本 実践 報告 で は 証明 し た と 思う 。 
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